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自己点検評価の一環として、本学では毎年度授業アンケートを実施している。これは全

授業科目について数項目にわたり学生により５段階評価を行ってもらうもので、その結果

は教員にフィードバックし、授業改善に役立ててもらっている。 
しかし、学生のニーズの多様化と教育の質保証の観点から、従来の授業アンケートだけ

では不十分であると判断し、学生の満足度をより広範な視点から多岐にわたって把握する

必要があると考え、このたび学生満足度調査を実施した。 
大学の大衆化により、いまや大学生は必ずしも知的向上心をもつ存在とは言い切れない

状態にあり、さまざまな学習への動機づけの工夫や生活面での多様な指導が必要な存在に

なってきている。大学としても狭い意味での教育だけにとどまらず、学生の経済、人間関

係、生活行動全般に対するサポートが重要になってきている。たとえば就職支援などはそ

の好例であろう。また大学の施設設備などのアメニティ対策も重要になってきている。今

回の調査はそれらの対策を考えるための手がかりとなるものである。 
本報告書はその調査結果をとりまとめたものであり、学生の実態を把握するうえで一定

の参考になると考える。分析に不十分な点はあろうが、この結果を今後の教育改革に生か

し、学生にとってより魅力ある大学を創造してゆくことに教職員が一体となって取り組む

覚悟である。 
 
                              ２０１１年３月 

                           学長  山本 賢治 
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調査の概要 

 
本学の学生全員を対象に、2010 年 1 月に、無記名で質問紙調査を実施した。設問数は 37

で、質問内容はカリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）の高等教育研究所が実施する

「大学生調査（CIRP）」をもとに作成した。有効回答数は 199 名であった。 
 
 
設問１～４ 回答者の属性 

 有効回答 199 名の内訳は下記のとおりである。 
 

  回答数   割合 
性別 男性 

女性 
  120 

79 
  60.3% 
  39.7 

年齢 18 歳以下 
19 歳 
20 歳 
21～23 歳 
24～29 歳 
30～39 歳 
40～49 歳 
50 歳以上 

      2 
     29 
     34 
     97 
     10 
      0 
      1 
     26 

   1.0% 
  14.6 
  17.1 
  48.7 
   5.0 
   0 
   0.5 
  13.1 

学年 1 年生 
2 年生 
3 年生 
4 年生 

     52 
     44 
     50 
     53 

  26.1% 
  22.1 
  25.1 
  26.6 

学科 環境文化学科 
都市交流学科 

     96 
    103 

  48.2% 
  51.8 
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設問５ 現在の住まい 

 
自宅が 85％と圧倒的に多く、本学は地元志向の学生に支えられた大学であると言える。

神戸市という大都市に立地するものの、きわめて地元密着型の強い大学である。しかし本

学の今後の発展を考えれば、もう少し県外からの学生が多くてもよいと考えられる。 
 
 

設問5：現在の住まい

実家（自宅）
85.43%

下宿・親戚宅
8.04%

その他
6.53%
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設問６ 通学時間 

 
 自宅からの通学生が多いこともあって、通学時間は 1 時間以上の者が 4 割近くいる。後

で見るアルバイトと重なって、学生の時間的余裕が少なく、サークル等の課外活動への影

響もあると考えられる。 
 
 

設問6：通学時間

30分未満
23.12%

30分以上1時間未満
38.69%

1時間以上1時間30分
未満

27.64%

1時間30分以上2時間
未満
9.55%

2時間以上
1.01%
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設問７ 高校での成績 

 
本学の入学偏差値は 40 前後で、決して高くない。ほぼ全入の状態で入学してくるが、学

生の高校時代の成績は図に見るように、かなりばらつきがある。成績上位で入学してくる

学生と、下位で入学してくる学生に対して、各々きめこまやかな入学後指導が必要であろ

う。 
 
 

設問7：高校での成績

上位
12.69%

中の上
18.27%

中
33.50%

中の下
13.71%

下位
14.72%

その他
7.11%
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設問８ 出身高校 

 
 出身高校を設置者別に見ると、公立 56.9％、私立 39.1％、国立 1.0％、その他 3.1％とい

う結果であった。また共学・別学を見ると、図に示すように、共学が 4 分の３を占めてい

る。本学は大学開設時に女子大学としてスタートし、その後共学に切り替えたが、出身校

についても共学が主となり、いまや女子大のイメージはなくなりつつある。 
 
 

設問8-2：出身高校（共学・別学）

共学
76.77%

別学
23.23%
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設問９ 奨学金 

 
 日本社会全体の経済不況が続く中で、奨学金の果たす役割が大きくなってきている。日

本学生支援機構を中心に、何らかの奨学金を受けている者は約半数となっている。今後も

奨学金制度の充実は一つの課題であろう。 
 
 

設問9：受けている奨学金等

1.51%

2.01%

5.53%

13.57%

33.17%

47.24%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00% 40.00% 45.00% 50.00%

民間団体の奨学金

地方自治体の奨学金

その他の経済援助

本学関連の奨学金

日本学生支援機構の奨学金

無回答（受けていない）
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設問 10 入学後の自覚 

 
 入学後の自覚について質問してみると、比較的良好なものは、①キャンパス内マナー、

②授業への出席、③学内友人関係、④受講態度である。これらから見ると本学の学生は比

較的「真面目」であることがわかる。しかし悪い項目を挙げると、①予習復習の学習努力、

②自身の学力等であり、勉学に対する消極性と自信のなさがあらわれている。 
 男女別での差を見ると、授業への出席状況、受講態度および予習復習の努力において、

男性が比較的悪く、自身の学力については女性の方が比較的よいと自覚する者が多い。ま

たキャンパス内マナーや学内友人関係では男女差はあまり見られなかった。 
 学年別に見ると、授業への出席状況と受講態度は、1・2 年生において「とても良い」と

回答する者が約半数をしめているが、3・4 年生になるとこれが 20％前後低下する。予習復

習の努力では、4 年生で 32％が「悪い」と回答しているのが目立つ。受講態度も 1・2 年生

では「とてもよい」が 4 割近くあるのに対し、3・4 年生では 2 割に満たなくなる。キャン

パス内マナーも 1・2 年生では「とてもよい」が 5 割近くあるのに対し、3・4 年生になる

と 2～3 割に低下する。全体的に 1・2 年生の方が良好で、3・4 年生で低い評価になってい

る。 
 
 

設問10：入学後の自覚（全体）

8.04%

21.21%

2.54%

10.66%

3.02%

5.03%

31.16%

53.54%

37.06%

51.78%

22.61%

32.66%

26.13%

15.15%

34.52%

27.41%

38.19%

36.18%

34.67%

10.10%

25.89%

10.15%

36.18%

26.13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問10-1：授業の出席状況

設問10-2：予習復習の学習努力

設問10-3：受講態度

設問10-4：自身の学力

設問10-5：キャンパス内マナー

設問10-6：学内の友人関係

悪い ふつう 良い とても良い  
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設問 11 本学への進学理由 

 
 進学理由として重要度が高いものは、①自宅通学可能、②学校生活を楽しむ、③立地条

件が良い、④本学で学ぶ内容に興味があった、などである。 
学年別に見ると、「奨学金が支給された」がとても重要と回答した者の割合が、3・4 年生

では 5％前後なのに対し、1・2 年生では 21％～22％となり、近年の経済不況が推測される。

また 3・4 年生になると「短大より就職が有利」や「高卒後すぐに働きたくなかった」とい

う就職関連を理由に挙げる者が比較的多くなっている。また「資格を取る」をあげる者は、

1・2 年生で比較的多かった。 
男女別に見ると、男性では「高卒後すぐに働きたくなかった」と回答するものがやや多

く、女性では「本学で学ぶ内容に興味があった」がやや多くなっている。 
いずれにせよ、本学の立地や通学を理由に選ぶ者が多く、学びの内容で本学を選ぶ者は

多くない。また高校の先生に勧められたという回答も多くはなく、本学への進学理由に本

学の魅力をあげる積極的なものがあまりうかがえない。 
 
 

設問11：本学への進学理由（全体）

50.26%

58.12%

44.97%

71.20%

33.85%

42.11%

11.79%

41.58%

34.74%

27.89%

10.15%

20.00%

11.46%

20.62%

10.66%

28.21%

33.68%

25.13%

28.80%

24.87%

21.47%

35.94%

21.58%

11.28%

30.53%

29.47%

21.58%

19.29%

29.47%

17.19%

35.57%

26.90%

41.03%

20.00%

18.32%

12.04%

23.81%

6.28%

23.44%

22.63%

37.95%

22.63%

25.26%

29.47%

43.15%

34.21%

36.46%

32.99%

31.98%

25.13%

20.00%

6.28%

1.05%

6.35%

1.05%

6.77%

13.68%

38.97%

5.26%

10.53%

21.05%

27.41%

16.32%

34.90%

10.82%

30.46%

5.64%

26.32%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問11-1：親の希望

設問11-2：親族･親戚の勧め

設問11-3：高校の先生の勧め

設問11-4：予備校･塾の勧め

設問11-5：学費が適当

設問11-6：奨学金が支給

設問11-7：自宅通学可能

設問11-8：就職に有利

設問11-9：短大より就職に有利

設問11-10：高卒で働きたくない

設問11-11：学ぶ内容に興味

設問11-12：専門学校より幅広く学べる

設問11-13：学校生活を楽しむ

設問11-14：校風に魅力

設問11-15：立地条件が良い

設問11-16：資格のため

設問11-17：推薦入試で早く内定した

まったく重要でない あまり重要でない 少し重要 とても重要  
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設問 12 留学生かどうか 

 
 回答者中留学生は 12 名（6.3％）であった。今後学生確保の方策の一つとして、グロー

バリゼーションに対応して留学生の積極的受け入れについて検討してゆく必要がある。 
 
 
設問 13 学習補助や補習授業の希望 

 
文章表現と英語に関して特別な学習支援を希望する者が 50％をこえており、何らかの対

策が必要となっている。 
 
 

設問13：学習補助や補習授業の希望

59.39%

35.03%

31.98%

56.85%

40.61%

64.97%

68.02%

43.15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問13-1：文章表現

設問13-2：数学

設問13-3：理科

設問13-4：英語

受けたい 受けたくない
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設問 14 入学後の行動 

 
 ひんぱんにした行動の上位 5 項目は、①研究宿題のため Web 上の情報を利用、②Web 上

でニュースを読んだ、③大学の学内行事参加、④進路目標にそった授業を履修、⑤Web 上

でブログを読んだ、となっており、インターネットへの依存度が強くあらわれている。逆

にまったくしなかった項目として多かったのは、①他の学生の学習補助をした、②アルバ

イトや仕事のため授業を欠席した、③Web 上でブログを書いた、④授業の一環でボランテ

ィア活動をした、⑤期限までに宿題を完成できなかった、⑥授業中教員の考え方や意見に

異議を唱えた、などであった。また小規模大学の特色として「教員に親近感を感じた」に

ついては、「ひんぱん」18％、「ときどき」46％、「あまり」25％、「まったく」11％という

結果であった。授業そのものの満足度に関連する項目として、「授業をつまらなく感じた」

について、「ひんぱん」17％、「ときどき」48％となっており、この点は課題であろう。 
 オフィスアワーの利用については、「まったくしなかった」と「あまりしなかった」を合

わせると 70％をこえており、利用率の向上が課題である。なお図書館の利用については、

「ひんぱん」と「ときどき」を合わせると 60％になっている。 
 男女別に見ると、男性より女性の方が積極的な姿勢が見られる。女性において「ひんぱ

ん」と回答した割合が男性より 10％以上多かった項目は、「進路目標にそった授業を履修」

「自主的な学習を積んだ」「大学祭など学内行事に参加」などであり、逆に男性では「授業

をつまらなく感じた」「授業に遅刻した」「授業中に居眠りをした」など否定的な項目が多

くなっている。 
 学年別に見ると、1・2 年生では「大学祭など学内行事に参加」が多く、3・4 年生では「Web 
上でニュースを読んだ」「その他の理由で授業を欠席」などが多く就職活動との関連がうか

がえる。4 年生では「教員に親近感を感じた」がさすがに多くなっている。なお 3・4 年生

で「自主的な学習を積んだ」が全くしなかったものが 2 割前後いるのは問題である。 
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設問14：入学後の行動（全体）

8.59%

12.63%

18.69%

31.98%

23.23%

44.95%

8.12%

24.37%

19.70%

43.65%

6.57%

13.13%

23.23%

46.46%

14.72%

55.61%

17.77%

60.61%

31.82%

14.14%

35.35%

36.18%

45.41%

11.11%

12.56%

20.20%

37.37%

35.35%

27.92%

16.67%

28.28%

27.41%

21.32%

28.79%

29.44%

10.61%

17.68%

22.22%

17.68%

24.37%

22.45%

30.96%

25.76%

28.79%

22.22%

36.36%

36.68%

35.20%

24.75%

26.63%

43.94%

39.90%

35.86%

32.49%

32.32%

19.70%

47.72%

39.09%

36.87%

20.30%

41.41%

33.84%

29.29%

20.71%

41.12%

17.86%

40.61%

11.11%

29.29%

47.47%

19.19%

24.12%

17.35%

45.96%

41.71%

27.27%

10.10%

10.10%

7.61%

27.78%

7.07%

16.75%

15.23%

14.65%

6.60%

41.41%

35.35%

25.25%

15.15%

19.80%

4.08%

10.66%

2.53%

10.10%

16.16%

9.09%

3.02%

2.04%

18.18%

19.10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問14-1：進路目標にそった授業履修

設問14-2：自主的な学習

設問14-3：授業内容についての議論

設問14-4：教員との懇親会

設問14-5：学内行事に参加

設問14-6：期限までに宿題を完成できな
かった

設問14-7：授業がつまらなく感じた

設問14-8：授業に遅刻

設問14-9：他の学生と一緒に勉強

設問14-10：授業の一環でボランティア

設問14-11：研究･宿題でWeb上の情報を
利用

設問14-12：Web上でニュースを読む

設問14-13：Web上でブログを読む

設問14-14：Web上でブログを書く

設問14-15：研究・宿題で図書館の資料を
利用

設問14-16：アルバイトで授業を欠席

設問14-17：その他の理由で授業を欠席

設問14-18：他学生の学習補助

設問14-19：教職員にキャリア相談

設問14-20：授業中の居眠り

設問14-21：取りたい授業を履修登録でき
ない

設問14-22：オフィスアワーに教員と面談

設問14-23：授業中教員の意見に異議を
唱える

設問14-24：教員に親近感を感じる

設問14-25：職員に親近感を感じる

まったくしなかった あまりしなかった ときどきした ひんぱんにした
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設問 15 興味分野 

 
 環境文化学科（環境学コースと住環境・インテリアコース）と都市交流学科（観光学コ

ースと社会心理・メディア文化コース）から構成される本学の教育内容からして、ほぼ妥

当な結果となっている。上位 5 項目が、①環境学、②心理学、③観光学、④建築学、⑤社

会学となっている。これに対し、哲学、文学、歴史学、法学、経済学といった教養科目に

対する興味の低さが指摘される。 
 男女別に見ると、それほど差はないが、男性では経済学や社会学がやや多くなり、女性

では心理学や考古学がやや多くなる。 
 学科別に見ると、環境文化学科では、①環境学 43％、②建築学 21％、③心理学 9％とな

り、都市交流学科では、①心理学 25％、②観光学 21％、③社会学 13％となっている。 
 
 

設問15：興味分野（全体）

0.00%

0.60%

1.20%

1.81%

1.81%

2.41%

3.01%

4.22%

4.22%

4.22%

6.63%

9.04%

10.24%

10.84%

16.87%

22.89%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00%

地理学

法学

教育学

哲学

文化学

文学

情報処理

歴史学

語学

経済学

考古学

社会学

建築学

観光学

心理学

環境学
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設問 16 将来進学意思 

 
 大学卒業が 184 名、大学院卒業が 6 名、その他が 8 名となっている。 
 
 

設問16：将来の進学

大学卒業, 92.93%

大学院卒業, 3.03%

その他, 4.04%
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設問 17 1週間の生活時間 

 
 20 時間以上費やした項目として多かったのは、①アルバイト 29％、①携帯電話の使用

29％となり、続いて③テレビ鑑賞、④授業への出席、⑤友人との交際、⑥インターネット

での友人との交流となっている。いまや学生生活にとって、アルバイトと携帯電話は必須

のものとなっている。他方で、部活、教員との会話、読書、勉強、ボランティア、スポー

ツなどに費やす時間はひじょうに短くなっている。 
 男女別に見ると、男性で多くなるのはアルバイト、女性で多くなるのは家事手伝いと性

差があらわれている。 
 学年別に見ると、授業への出席が、1～3 年生では 11～15 時間が多いのに対し、4 年生に

なると 3～5 時間が最も多くなる。アルバイトは、1～3 年生では 20 時間以上が 20％台であ

るのに対し、4 年生では 38％と多くなっている。 
 
 

設問17：1週間の生活時間（全体）

12.18%

2.05%

2.04%

14.87%

23.20%

27.92%

72.22%

49.75%

7.18%

18.32%

23.98%

1.52%

40.61%

28.43%

3.59%

7.65%

42.56%

24.74%

2.54%

13.13%

12.18%

9.74%

21.47%

22.45%

16.24%

19.29%

21.32%

7.69%

13.27%

20.51%

18.56%

3.05%

6.57%

13.20%

11.28%

16.75%

17.35%

15.23%

11.68%

18.27%

16.92%

24.49%

13.85%

15.46%

4.06%

2.53%

12.18%

18.97%

13.61%

11.73%

14.72%

9.64%

8.63%

17.44%

21.43%

6.67%

8.25%

8.12%

2.02%

7.61%

22.05%

9.42%

11.22%

9.64%

2.03%

6.09%

19.49%

9.18%

0.51%

5.15%

9.64%

2.02%

2.03%

5.64%

6.81%

5.10%

8.12%

3.55%

2.54%

15.90%

7.14%

0.00%

0.52%

15.23%

0.51%

0.51%

7.69%

6.81%

3.06%

5.08%

2.03%

2.54%

16.92%

14.80%

1.03%

4.12%

29.44%

1.01%

2.54%

17.44%

6.81%

5.10%

29.44%

11.17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問17-1：勉強や宿題

設問17-2：授業への出席

設問17-3：友人との交際

設問17-4：授業以外での教員との会話

設問17-5：運動やスポーツ

設問17-6：アルバイト

設問17-7：ボランティア活動

設問17-8：部活動・同好会

設問17-9：テレビ鑑賞

設問17-10：家事手伝い

設問17-11：趣味としての読書

設問17-12：携帯電話

設問17-13：インターネット（ブログ・チャッ
ト等）

0時間 1時間未満 1-2時間 3-5時間 6-10時間 11-15時間 16-20時間 20時間以上  
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設問 18 今年度経験したこと 

 
 「ひんぱんにあった」と回答した項目で多い順に並べると、①自分の将来について考え

た 54％、②学内の友人との交流 43％、③アルコールを飲んだ 30％、④やるべきことの多

さに圧倒された 24％となっている。 
 「喫煙」「アルコール」は男性で多くなっている。「自分の将来について考えた」が「ひ

んぱんにあった」者の割合は、学年が上がるにつれて多くなる。「やるべきことの多さに圧

倒された」は 3 年生でもっとも多くなり、3 年生の多忙さをあらわしている。「ゆううつで

おちこむ」も 3 年生でやや多くなっており、これは女性でもやや多くなっている。 
 
 

設問18：今年度経験したこと

1.01%

3.52%

44.44%

67.51%

22.61%

7.04%

47.47%

31.47%

48.48%

24.62%

69.35%

10.10%

13.07%

14.14%

5.08%

16.08%

28.14%

22.22%

23.35%

29.80%

27.14%

18.59%

35.35%

40.70%

22.73%

9.14%

31.16%

41.21%

20.71%

27.41%

17.68%

34.17%

7.04%

53.54%

42.71%

18.69%

18.27%

30.15%

23.62%

9.60%

17.77%

4.04%

14.07%

5.03%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問18-1：将来について考える

設問18-2：学内の友人と交流

設問18-3：クラブ活動

設問18-4：喫煙

設問18-5：アルコールを飲む

設問18-6：やるべきことの多さに圧倒さ
れた

設問18-7：留学生と交流

設問18-8：他大学学生と交流

設問18-9：政治について討論

設問18-10：ゆううつで落ち込んだ

設問18-11：個人的にカウンセリングを
求めた

まったくなかった あまりなかった ときどきあった ひんぱんにあった
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設問 19 自己評価 

 
 同年齢の人と比べて自己評価の項目について質問したところ、「平均以上」として回答す

る者が多かった項目は、「他者の理解」「やる気」「ねばり強さ」「協調性」「自己理解」など

であった。一方「平均以下」として回答が多かった項目は、「外国語の能力」「リーダーシ

ップ」「数理的な能力」「コンピュータ能力」などであった。 
 性別では、男性で「学力」を平均以下と考える者がやや多く、女性では「数理的な能力」

を平均以下に考える者がやや多くなっている。 
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設問19：自己評価（全体）

3.52%

5.05%

9.09%

7.54%

8.54%

7.04%

5.53%

5.03%

6.03%

11.06%

3.54%

16.16%

5.53%

11.62%

6.53%

5.53%

6.03%

5.56%

5.53%

11.62%

4.04%

6.57%

6.06%

19.60%

9.55%

24.24%

24.24%

21.61%

26.63%

12.56%

12.06%

9.55%

20.60%

26.13%

17.17%

29.29%

14.07%

24.24%

14.57%

18.59%

20.10%

15.66%

14.57%

25.76%

9.60%

19.19%

20.20%

31.66%

55.78%

51.01%

45.96%

38.19%

43.22%

41.71%

46.73%

36.68%

37.69%

39.20%

38.38%

37.37%

43.72%

45.45%

40.20%

51.76%

40.20%

42.42%

49.75%

47.98%

47.47%

50.00%

48.99%

34.17%

25.63%

14.65%

15.66%

23.62%

18.09%

29.15%

24.62%

34.17%

26.13%

17.59%

27.78%

13.13%

20.10%

16.16%

25.13%

17.59%

23.12%

26.26%

21.11%

8.08%

32.32%

19.19%

17.68%

10.05%

5.53%

5.05%

5.05%

9.05%

3.52%

9.55%

11.06%

14.57%

9.55%

6.03%

13.13%

4.04%

16.58%

2.53%

13.57%

6.53%

10.55%

10.10%

9.05%

6.57%

6.57%

5.05%

7.07%

4.52%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問19-1：一般的な教養

設問19-2：学力

設問19-3：芸術的な能力

設問19-4：競争心

設問19-5：コンピュータの操作能力

設問19-6：協調性

設問19-7：創造性

設問19-8：やる気

設問19-9：情緒面での安定度

設問19-10：リーダーシップ

設問19-11：粘り強さ

設問19-12：数理的な能力

設問19-13：からだの健康

設問19-14：プレゼンテーション能力

設問19-15：チャレンジ精神

設問19-16：知的面での自信

設問19-17：社交面での自信

設問19-18：自己の理解

設問19-19：精神性

設問19-20：信仰心

設問19-21：他者の理解

設問19-22：文章表現能力

設問19-23：文章読解能力

設問19-24：外国語の能力

下位10％ 平均以下 平均 平均以上 上位10％
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設問 20 本学の満足度 

 
 満足度が高かった項目は、「コンピュータの施設や設備」「図書館の設備」で、逆に不満

の多かった項目は、「食堂施設やメニュー」であった。食堂を中心とするアメニティの改善

が求められるところである。性別ではあまり大きな差は見られなかった。なおコンピュー

タ施設については、3・4 年生になると不満が多くなる傾向にある。 
 
 

設問20：本学の満足度（全体）

2.51%

2.51%

5.03%

1.52%

3.06%

2.55%

2.55%

2.04%

2.56%

2.06%

2.04%

4.10%

2.06%

19.19%

10.05%

15.58%

14.57%

11.17%

11.22%

16.33%

8.16%

4.59%

6.67%

3.61%

7.14%

8.21%

2.58%

22.73%

41.71%

47.74%

42.71%

38.58%

52.55%

43.88%

44.39%

33.16%

51.79%

42.78%

57.65%

54.87%

48.97%

34.85%

34.17%

24.62%

27.64%

31.98%

11.73%

15.31%

19.90%

23.98%

11.28%

8.25%

8.16%

6.15%

11.34%

13.64%

9.05%

6.53%

7.54%

12.18%

1.02%

1.53%

4.59%

14.29%

1.54%

1.03%

1.02%

0.51%

1.55%

1.52%

2.51%

3.02%

2.51%

4.57%

20.41%

20.41%

20.41%

21.94%

26.15%

42.27%

23.98%

26.15%

33.51%

8.08%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問20-1：コンピュータの施設設備

設問20-2：コンピュータの訓練や援助

設問20-3：インターネットの使いやすさ

設問20-4：図書館の設備

設問20-5：実験実習室の設備器具

設問20-6：就職斡旋サービス

設問20-7：キャリアカウンセリング

設問20-8：奨学金等学費援助制度

設問20-9：ボランティア活動の機会

設問20-10：下宿斡旋紹介

設問20-11：リーダーシップ発揮の機会

設問20-12：レクリエーション施設

設問20-13：心理相談、カウンセリング
サービス

設問20-14：食堂施設、メニュー

とても不満 不満 どちらでもない 満足 とても満足 わからない
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設問 21 教員の評価 

 
 「ときどきあった」と「ひんぱんにあった」を合計して 50％を超えた項目は、「教育課程

や授業に対する助言指導」「成績評価以外の学習指導」「就職や進学など進路選択の励まし」

「心の支えや励まし」の４項目であった。おおむねきめ細やかな指導がおこなわれている

と考えてよいであろう。男女別に見ると、女性よりも男性のほうで「ときどきあった」「ひ

んぱんにあった」と回答する者の割合が比較的多くなっている。 
 
 

設問21：教員の評価（全体）

21.32%

26.13%

16.41%

19.70%

47.42%

16.33%

15.74%

19.39%

18.09%

22.34%

25.00%

27.92%

46.23%

29.74%

30.30%

34.54%

36.73%

31.98%

34.69%

35.18%

40.10%

39.80%

40.61%

22.61%

46.67%

44.44%

15.98%

40.82%

44.67%

40.82%

41.71%

32.49%

31.63%

10.15%

5.03%

7.18%

5.56%

2.06%

6.12%

7.61%

5.10%

5.03%

5.08%

3.57%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問21-1：就職や進学など進路選択の励まし

設問21-2：研究プロジェクトに関わる機会

設問21-3：教育課程や授業に対する助言指導

設問21-4：心の支えや励まし

設問21-5：推薦状の執筆

設問21-6：学習能力向上の手助け

設問21-7：成績評価以外の学習アドバイス

設問21-8：知的やりがいのある課題や励まし

設問21-9：授業以外で学習内容を話し合う機
会

設問21-10：専門的な目標達成の手助け

設問21-11：教室での学習を実生活に応用する
機会

まったくなかった あまりなかった ときどきあった ひんぱんにあった  
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設問 22 能力の変化 

 
 入学した時点と比べて「増えた」「大きく増えた」が合計して 60％を超えた項目は、「専

門分野や学科の知識」と「一般的な教養」であった。おおむね学習の成果は出ていると考

えられる。他方、「変化なし」「減った」「大きく減った」を合計して 70％を超えた項目は、

「リーダーシップの能力」と「数理的な能力」であった。「プレゼンテーションの能力」も

「変化なし」と回答するものが 6 割以上あり、このへんは課題であろう。 
 女性では「文章表現の能力」「異文化の人に関する知識」が「増えた」と答える者がやや

多くなっている。学年別では、「コミュニケーション能力」「プレゼンテーション能力」が 3・
4 年生になると「増えた」と回答する割合がやや多くなっている。 
 
 

設問22：能力の変化（全体）

0.50%

0.50%

1.51%

2.01%

1.01%

2.01%

2.01%

1.51%

2.01%

1.51%

1.51%

2.01%

1.51%

3.55%

1.52%

2.01%

3.52%

2.01%

2.01%

2.56%

3.52%

1.01%

1.01%

2.01%

2.51%

6.03%

6.03%

5.03%

4.52%

2.51%

3.02%

3.02%

4.52%

5.08%

5.56%

3.52%

7.04%

3.02%

4.02%

3.59%

26.13%

43.22%

27.14%

47.24%

40.20%

64.32%

40.70%

44.72%

55.28%

48.74%

50.75%

46.73%

44.22%

54.31%

45.45%

62.31%

72.86%

41.21%

47.74%

54.87%

62.31%

49.25%

57.29%

40.20%

46.73%

24.12%

43.72%

39.70%

32.66%

40.20%

39.20%

42.21%

45.73%

33.50%

39.90%

27.64%

14.57%

46.73%

38.69%

31.28%

7.54%

6.03%

13.07%

8.54%

9.55%

3.52%

7.54%

9.05%

5.53%

7.04%

5.53%

6.03%

4.02%

3.55%

7.58%

4.52%

2.01%

7.04%

7.54%

7.69%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問22-1：一般的な教養

設問22-2：分析や問題解決能力

設問22-3：専門分野や学科の知識

設問22-4：批判的に考える力

設問22-5：異文化の人々に関する知識

設問22-6：リーダーシップの能力

設問22-7：人間関係を構築する能力

設問22-8：他人と協力して物事を遂行す
る能力

設問22-9：異文化の人々と協力する能力

設問22-10：地域社会が直面する問題の
理解

設問22-11：国民が直面する問題の理解

設問22-12：グローバルな問題の理解

設問22-13：文章表現の能力

設問22-14：外国語の運用能力

設問22-15：コミュニケーション能力

設問22-16：プレゼンテーション能力

設問22-17：数理的な能力

設問22-18：コンピュータの操作能力

設問22-19：時間を効果的に利用する能
力

設問22-20：卒業後就職する準備の程度

大きく減った 減った 変化なし 増えた 大きく増えた  
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設問 23 入学後どれくらいうまくいったか 

 
 「いくらかうまくいった」と「とてもうまくいった」を合わせて 70％を超えた項目は、

①本学教員と顔見知りになる、②他の学生との友情を深める、など人間関係の面であり、

本学の小規模大学の特徴があらわれている。他方、あまりうまくいかなかった項目として

は、「社会が求める水準に応えて学習する」や「効果的に学習する技能を修得する」などで

あり、いわゆる社会人基礎力の養成がまだ不十分であることをあらわしている。性別では

あまり大きな差は見られない。 
 
 

設問23：入学後どれくらいうまくいったか（全体）

6.09%

6.63%

7.18%

5.15%

4.08%

3.54%

5.58%

34.01%

41.33%

40.51%

43.30%

26.53%

20.71%

22.34%

54.31%

46.43%

47.69%

47.94%

59.18%

52.02%

52.79%

5.58%

5.61%

4.62%

3.61%

10.20%

23.74%

19.29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問23-1：学生向けサービスを上手に利用
する

設問23-2：教員の学問的な期待を理解す
る

設問23-3：効果的に学習する技能を修得
する

設問23-4：社会が求める水準に応えて学
習する

設問23-5：時間を効果的に使う

設問23-6：教員と顔見知りになる

設問23-7：他の学生との友情を深める

まったくうまくいかなかった あまりうまくいかなかった いくらかうまくいった とてもうまくいった
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 22 - 

設問 24 本学での成績 

 
 女性の方が男性に比べて成績良好な者が多くなっている。 
 
 

設問24：本学での成績（男女別）

12.17%

17.72%

17.39%

31.65%

36.52%

26.58%

15.65%

10.13%

10.43%

12.66%

7.83%

1.27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

上位の方 中の上くらい 中くらい 中の下くらい 下位の方 その他
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設問 25 人生での重要度 

 
 「とても重要」と回答した割合の多い項目をあげると、①自分の生きたい人生をおくる

67％、②友人関係を大切にする 59％、③家庭を築く 47％、③家族を養う 47％となってお

り、逆に、芸術活動、政治活動、地域活動、宗教活動などは重要度がひじょうに低くなっ

ている。 
 男女別に見ると、男性では「ビジネスで成功する」「家族を養う」「お金持ちになる」な

どの経済的要素が多く、女性ではあまり大きな特徴は見られない。 
 学年別では、3・4 年生になると「ビジネスで成功する」が若干増える傾向にある。 
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設問25：人生での重要度（全体）

8.59%

4.06%

21.72%

14.14%

4.10%

6.12%

19.39%

15.31%

10.20%

2.54%

23.86%

26.77%

31.31%

8.12%

6.60%

2.53%

7.07%

7.58%

11.68%

15.66%

14.36%

5.13%

0.51%

0.00%

35.86%

25.89%

48.48%

29.80%

16.92%

15.31%

35.71%

28.06%

22.96%

18.27%

43.15%

39.90%

42.93%

28.43%

27.92%

20.71%

30.81%

32.32%

32.49%

46.97%

35.90%

20.00%

8.21%

8.16%

41.92%

42.13%

25.76%

41.92%

32.31%

31.63%

33.67%

32.65%

37.24%

47.21%

24.37%

25.25%

20.71%

39.09%

46.70%

42.42%

42.42%

47.98%

44.16%

29.80%

41.54%

49.23%

32.31%

25.00%

13.64%

27.92%

4.04%

14.14%

46.67%

46.94%

11.22%

23.98%

29.59%

31.98%

8.63%

8.08%

5.05%

24.37%

18.78%

34.34%

19.70%

12.12%

11.68%

7.58%

8.21%

25.64%

58.97%

66.84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問25-1：専門分野で第一人者になる

設問25-2：専門分野で仲間に認められる

設問25-3：政治的な活動にたずさわる

設問25-4：社会の価値観に影響を与える

設問25-5：家族を養う

設問25-6：家庭を築く

設問25-7：企業や団体で管理職になる

設問25-8：会社などで出世する

設問25-9：お金持ちになる

設問25-10：困っている人の役に立つ

設問25-11：文芸作品を執筆する

設問25-12：芸術作品を制作する

設問25-13：舞台芸術で成功する

設問25-14：ビジネスで成功する

設問25-15：環境を守るための活動に参加す
る

設問25-16：人生の意味を深く考える

設問25-17：地域社会の活動に参加する

設問25-18：人権意識の向上に貢献する

設問25-19：政治の動向に関心を持つ

設問25-20：地域社会のリーダーになる

設問25-21：精神性や信仰心を生活に反映さ
せる

設問25-22：多様な社会や文化を理解する

設問25-23：友人関係を大切にする

設問25-24：自分の生きたい人生を送る

まったく重要でない あまり重要でない 少し重要 とても重要  
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設問 26 考える生き方 

 
 男性は仕事優先、女性は生きがい優先といった傾向が出ている。また学年別では、上級

学年になるにつれて就職優先という回答が増えている。 
 
 

設問26：考える生き方（男女別）

64.71%

55.13%

32.77%

43.59%

2.52%

1.28%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

就職することを優先し、働きながら生きがいを見つける

就職することよりも生きがいを優先する

束縛されたくないので、就職せず、アルバイトしながら自活する
 

 

 

設問26：考える生き方（学年別）

52.94%

56.82%

62.00%

71.15%

45.10%

43.18%

34.00%

26.92%

1.96%

0.00%

4.00%

1.92%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年生

2年生

3年生

4年生

就職することを優先し、働きながら生きがいを見つける 就職することよりも生きがいを優先する

束縛されたくないので、就職せず、アルバイトしながら自活する
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設問 27 就職希望者の現況 

 
 調査の 1 月時点で「就職活動中であるが、内定がない」が 27％をしめている。 
 
 

設問27：就職希望者の現況

積極的には職を探してい
ない, 27.68%

就職活動中であるが、内
定がない, 26.55%

内定を受けたが、断った,
1.13%

ある内定を受けるかどう
か現在考慮中, 5.65%

内定が決定した, 8.47%

今年は就職を考えてい
ない, 30.51%
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設問 28 希望職業 

 
 「まだ決めていない」と「その他」を除くと、希望職種の上位は、①地方公務員 12％、

②旅行観光業 11％、③販売・卸 10％、③インテリアデザイナー10％となっている。 
 男女別に見ると、男性では地方公務員が 15％とトップで、女性は専業主婦が 18％でトッ

プである。 
 学科別に見ると、環境文化学科では地方公務員とインテリアデザイナーが各々15％でト

ップとなっており、都市交流学科では旅行観光業が 19％でトップとなっている。 
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設問28：希望職業（全体）

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.50%

0.50%

0.50%

0.50%

0.50%

1.01%

1.01%

1.01%

1.01%

1.01%

1.01%

1.01%

1.51%

1.51%

1.51%

1.51%

2.01%

2.01%

2.01%

2.51%

2.51%

2.51%

3.02%

3.02%

3.02%

3.52%

3.52%

4.02%

4.02%

4.02%

4.52%

4.52%

5.03%

5.03%

5.53%

5.53%

6.03%

6.03%

6.03%

8.04%

8.04%

8.04%

9.05%

9.05%

10.05%

10.05%

10.55%

12.06%

12.56%

15.58%

0.00% 2.00% 4.00% 6.00% 8.00% 10.00% 12.00% 14.00% 16.00% 18.00%

歯科医

医師

獣医

医療技士や衛生士

学校長や学校経営者

理学療法士や作業療法士、言語聴覚士

栄養士や管理栄養士

会計士や税理士

その他学校の教員

学校や大学の職員

プログラマー

薬剤師

看護師

聖職者（僧侶など）

国や地方自治体の議員

自衛隊員

科学研究者

弁護士や裁判官

幼稚園の教員

学校外の各種の教育職

消防士

エンジニア

臨床心理士

演奏家や作曲家

ホームヘルパー

大学や短大の教員

パイロットや客室乗務員

保育士

小学校の教員

フリーター

学校のカウンセラー

作家やジャーナリスト

社会福祉士

農林水産業の従事者

製造業の技能工

海外勤務者

ベンチャービジネス（起業家）

芸術家

小売店の自営業者

中学校や高校の教員

俳優や演出家

国家公務員

警察官

新聞や放送関係の仕事

インターネット関係の仕事

企業や団体の経営者

専業主婦

建築士や都市設計士

企業や団体の事務職

インテリアデザイナー

販売員や卸売業者

旅行や観光業の仕事

地方公務員

その他

まだ決めていない
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設問 29 卒業後の重要事項 

 
 「とても重要」と回答した割合が多かった項目は、①生活の安定や保証 44％、②自由な

時間 35％、③高収入の可能性 26％、③創造性や独創性 26％という順であった。 
 男女別に見ると、男性では「高収入の可能性」がやや多く、女性では「自由な時間」が

やや多くなっている。 
 
 

設問29：卒業後の重要事項（全体）

7.25%

6.25%

9.38%

3.65%

5.21%

4.71%

2.62%

9.33%

8.29%

33.16%

20.31%

32.29%

9.90%

26.56%

24.08%

12.57%

38.34%

29.53%

40.41%

47.40%

40.10%

42.19%

42.19%

48.17%

49.74%

40.93%

46.11%

19.17%

26.04%

18.23%

44.27%

26.04%

23.04%

35.08%

11.40%

16.06%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問29-1：社会を変えるための仕事

設問29-2：高収入の可能性

設問29-3：世間的な知名度や地位

設問29-4：生活の安定や保証

設問29-5：創造性や独創性

設問29-6：自己を表現する仕事

設問29-7：自由な時間

設問29-8：リーダーシップを発揮できる可能
性

設問29-9：さまざまな領域の仕事をする可
能性

まったく重要でない あまり重要でない 少し重要 とても重要
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設問 30 授業満足度 

 
 授業の満足度については、ゼミナールの満足度がもっとも高く、ついで各コースの専門

授業であり、共通科目・外国語・コンピュータの授業については満足度がやや低くなって

いる。 
 
 

設問30：授業の満足度（全体）

3.09%

1.04%

0.52%

1.06%

1.06%

0.53%

1.05%

1.06%

1.58%

1.55%

11.34%

13.99%

9.28%

7.98%

5.32%

6.91%

7.37%

7.98%

6.84%

4.12%

48.97%

47.15%

52.06%

44.68%

48.40%

48.40%

43.16%

47.34%

44.21%

36.08%

27.32%

27.98%

28.87%

24.47%

21.81%

22.34%

25.79%

23.40%

24.21%

34.54%

4.64%

4.66%

6.19%

5.85%

6.38%

5.85%

4.74%

3.19%

3.16%

16.49%

4.64%

5.18%

3.09%

15.96%

17.02%

15.96%

17.89%

17.02%

20.00%

7.22%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問30-1：コンピュータ関連科目

設問30-2：言語コミュニケーション関連
科目

設問30-3：共通科目

設問30-4：環境マネジメントコースの授
業

設問30-5：環境デザインコースの授業

設問30-6：ライフスタイルコースの授業

設問30-7：観光･国際文化コースの授業

設問30-8：まちづくり・神戸学コースの
授業

設問30-9：社会心理･メディアコースの
授業

設問30-10：ゼミナール

とても不満 不満 どちらでもない 満足 とても満足 わからない
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設問 31 本学志望順位 

 
 本学を第1志望で入学した者が62％をしめており、予想外に第1志望入学者が多かった。

実力レベルに応じた大学を選ぶ傾向になっているのであろうか。 
 
 

設問31：志望順位

第1志望, 62.18%

第2志望以下, 37.82%
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設問 32 利用した入試 

 

 

設問32：利用した入試

一般入試, 25.77%

大学入試センター試
験利用型, 2.06%

内部進学（併設高校
からの進学）, 1.55%

指定校・教育提携校
推薦入試, 31.44%

公募推薦入試, 12.37%

AO入試, 7.73%

社会人入試, 3.09%

3年次編入学, 4.64%

シニア50+入試,
11.34%
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設問 33 本学受験を決めた時期 

 
 高校 3 年生の 12～１月中旬と 9～10 月を合わせると約半数になる。他の大学と比べると

決定時期がやや遅いと考えられる。 
 
 

設問33：本学受験を決めた時期

高校入学前, 1.51%

高校1年生, 0.50%

高校2年生, 3.52%

高校3年生（4～6月）,
7.54%

高校3年生（7～8月）,
12.56%

高校3年生（9～10月）,
21.11%

高校3年生（12～1月
中旬）, 22.11%

大学入試センター試
験終了後, 6.53%

浪人生時代, 3.02%

その他, 21.61%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


